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電 国四友

岡
同圃
囲

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
通
話

の

「料
金
明
細
内
訳
サ
ー
ビ
ス
」
を
６３
年
１０
月
か
ら
管

内
の
８
電
話
局
の
エ
リ
ア
で
実
施
す
る
予
定
で
す
が

こ
れ
に
先
立
ち
７
月
上
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て

お
客
さ
ま
に
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
の
ご

意
向
を
照
会
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
料
金
明
細
内
訳
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
通

話
料
金
の
内
訳
を
知
り
た
い
と
い
っ
た
お
客
さ
ま
か

ら
の
要
望
に
応
え
て
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で

″
い

つ
、
ど
こ
へ
、
ど
れ
だ
け
″
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
を
ご
利

用
に
な

っ
た
か
を
記
録
し
て
お
き
、
お
客
さ
ま
か
ら

の
お
問
い
合
わ
せ
に
お
答
え
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、

６‐
年
３
月
以
降
東
京
、
横
浜
、
大

阪
な
ど
で
順
次
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

四
国
で
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

（
サ

ー
ビ
ス
内
容
は
別
紙
参
照
）

今
回
の
意
向
照
会
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
ダ
イ

ヤ
ル
通
話
料
金
の
明
細

（通
話
先
電
話
番
号
、
通
話

料
金
等
）
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
便
利
さ
の

反
面
、
通
話
相
手
な
ど
を
他
の
人
に
知
ら
れ
た
く
な

い
と
い
っ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
上
の
問
題
も
含
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に
あ
た

っ
て
あ
ら

か
じ
め
お
客
さ
ま
の
ご
意
向
を
お
聞
き
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

意
向
照
会
の
方
法
は
、
松
山
、
高
松
、
徳
島
、
高

知
な
ど
８
電
話
局

（８
電
話
局
以
外

へ
の
拡
大
は
、

明
細
記
録
が
で
き
る
交
換
機

へ
の
更
改
に
あ
わ
せ
て

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
）
の

一
部

（約
２７
万
）

の
お
客
さ
ま
に

「
料
金
明
細
内
訳
サ
ー
ビ
ス
」
の
案

内
書
を
郵
送
し
、
返
信
用
は
が
き
に
利
用
希
望
等
を

記
入
の
う
え
返
送
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

意
向
照
会
の
内
容
は
、
お
客
さ
ま
の
ご
希
望
を
次

の
３
項
目
か
ら
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
中
心
に
な
り

ま
す
。

Ｏ
　
通
話
先
電
話
番
号
を
す
べ
て
記
録
す
る
。

（市

外
局
番
を
含
む
す
べ
て
の
桁
）

●
　
通
話
先
電
話
番
号
の
下
４
桁
を
消
去
し
て
記
録

す
る
。

Ｏ
　
す
べ
て
記
録
し
な
い
。

な
お
、
意
向
照
会
に
回
答
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

前
記
０

（通
話
先
電
話
番
号
の
下
４
桁
を
消
去
し
て

記
録
す
る
）
に
よ
り
取
り
扱
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

別
　
紙

「料
金
明
細
内
訳
サ
ー
ビ
ス
」
の
概
要
に
つ
い
て

１
　

「
料
金
明
細
内
訳
」
の
記
録
の
内
容

０

通

話

月

日

０
　
通
話
開
始
時
刻

０
　
通
話
先
電
話
番
号

（下
４
桁
の
消
去
を
希
望

す
る
場
合
は
、
市
外
局
番
及
び
市
内
局
番
ま
で
）

０

通

話

時

間

０
）

通
話
度
数
、
通
話
料
金

２

　

「
料
金
明
細
内
訳
」
を
お
知
ら
せ
す
る
方
法

電
話
局
の
窓
口
に
直
接
お
越
し
い
た
だ
け
ば
、

電
話
局
の
端
末
機

（
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
）
に
、

「
料

金
明
細
内
訳
」
を
表
示
し
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
毎
月
の

「料
金
明
細
内
訳
」
を
送
付
し

て
ほ
し
い
と
い
う
お
客
さ
ま
に
つ
き
ま
し
て
は
、

実
費
⌒別
表
参
照
）を
い
た
だ
い
て
送
付
し
ま
す
。

３
　
通
信
の
秘
密
確
保
及
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

次
に
よ
り
厳
正
、
慎
重
に
取
り
扱
い
ま
す
。

‐１１
　
事
前
の
意
向
照
会

「料
金
明
細
内
訳
」
の
記
録
開
始
に
先
立
ち
、

お
客
さ
ま
に
明
細
記
録
の
希
望
の
有
無
に
つ
い

て
照
会
し
ま
す
。

‐２‐
　
「料
金
明
細
内
訳
」
の
お
問
い
合
わ
せ
時
に
お

け
る
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認

電
話
局
窓
口
に
お
け

る

「料
金
明
細
内
訳
」

の
説
明
に
際
し
て
は
、

自
動
車
運
転
免
許
証
、

各
種
保
険
証
等
に
よ
り
、

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
の

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

な
お
、
電
話
に
よ
る

「
料
金
明
細
内
訳
」
の

お
問
い
合
わ
せ
に
対
し

て
は
、
ご
本
人
てヽ
あ
る

こ
と
の
確
認
が
困
難
な

こ
と
か
ら
、
説
明
し
な

い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

別 表

料金明細内訳書の送付手数料

注 内訳書作成料は契約者回線ごとに課金する。

郵便物の重量
(内 訳書の枚数 )

内訳書
作成料

郵使料
(参考 )

計 種 別

25グラムまで
(  4枚まで)

100

円 円
６０

円
６０

定 型
50グラムまで
(  9枚まで)

170

100グ ラムまで
( 18枚まで)

定型外

で
＞

ま
で

ム

まル
は

ゴ
ｏ

ル
嗽

710 1,060

で
＞

ま
で

ム

まわ
嗽

口

０

キ
２

1,070

1,770

2キ ログラムまで
(400枚まで)

1,400 2,470

だ
ｏ

ル
は

口

０詳
“

2,100 3,170

で
＞

ま
で

ム
ま

わ
嗽

口

０

キ

８ 2,800 3,870
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実 施 予 定 局

支社名 電 話 局 名 市 内 局 番 対象数

愛 媛

松 山 電 話 局
31 ・ 43・ 45・ 47

76
37,300

伊予電報電話局 84・ 85 9,800

今治電報電話局
22・ 23・ 24・ 31

32 ・ 33
38,200

香 川

高 松 電 話 局
21 ・ 22・ 23・ 25

36 ・ 37・ 39。 51

61 ・ 62

43,600

丸亀電報電話局 3,200

徳  島

徳島電報電話局
25・ 26・ 52・ 53

54
37,600

阿南電報電話局 22 ・ 23 11,900

高 知 高知電報電話局 88,400

計 8事 業 所 45市 内局番 270,000

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
所
有
す
る

電
柱
の
敷
地
使
用
料
管
理
業
務
や
、
道
路
工
事
に
お

け
る
地
下
ケ
ー
ブ

ル
等
の
防
護
の
た
め
の
立
ち
会
い

業
務
な
ど
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
業
務
の
ほ
か
、
各
種
の
電

気
通
信
設
備
に
関
す
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
設
計
。

施
工
並
び
に
保
守
等
を
行
う
子
会
社

「
株
式
会
社

エ

ス

・
テ
ィ

・
テ
ィ
。
テ
レ
コ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ

四
国
」
を
６
月
７
日
関
に
設
立
し
ま
し
た
。

１
　
会
社
設
立
の
趣
旨

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
管
内
に
は
、
約
８０
万
本
の

電
柱
が
あ
り
、
各
電
話
局
で
は
そ
の
敷
地
所
有
者

と
の
使
用
契
約
や
、
敷
地
使
用
料
の
支
払
い
等
の

業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
土
地
所
有
者

や
地
目
の
変
更
が
頻
繁
に
発
生
す
る
こ
と
及
び
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
民
営
化
に
伴
い
、
道
路
等
公
有
地
の
使
用

‐３‐
　
保
存
期
間
経
過
後
の

「
料
金
明
細
内
訳
」
の

消
去

「
料
金
明
細
内
訳
」

は
、
お
客
さ
ま
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点

か
ら
、
料
金
を
お
支
払

い
い
た
だ
い
た
後
は
支

払
期
日
の
１
か
月
後
に

消
去
し
ま
す
。

な
お
、
お
支
払
い
い

た
だ
け
な
い
場
合
は
、

最
大
６
か
月
間
保
存
じ

ま
す
。

が
有
料
と
な

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
そ
の
業
務
量
は

増
加
の

一
途
を
辿

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
開
発
、
環
境
整
備
等
の
工
事
に
よ

る
地
下
ケ
ー
ブ

ル
等
の
故
障
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
の
立
ち
会
い
業
務
も
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

一
方
、
電
話
回
線
を
利
用
し
た
自
動
遠
隔
検
針

サ
ー
ビ
ス

（
テ
レ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
）
の

よ
う
に
、
電
気
通
信
を
よ
り
有
効
に
、
よ
り
便
利

に
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
や

ｒ
＞
Ｚ

（ｒ
ｏ
ｏ
Ｌ

＞
【①
”

Ｚ
無
ヨ
ｏ
声ヽ
Ｙ
く
＞
Ｚ
（く
Ｌ
ｏ
①
＞
ε
Ｑ
①
Ｑ
Ｚ
Ｐ
ヨ
ｏ
『澪
）

な
ど
各
種
の
通
信
シ
ス
テ
ム
構
築
に
対
す
る

ニ
ー

ズ
も
急
速
に
高
ま

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
新
会
社
を
設
立
し
、

各
電
話
局
で
分
散
し
て
実
施
し
て
い
る
電
柱
敷
地

管
理
や
立
ち
会
い
業
務
を

一
元
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
業
務
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
有
す
る
技
術
力
、
ノ
ゥ

ハ
ゥ
を
有
効
に

活
用
し
て
、
情
報
通
信
に
関
す
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
、
設
計

・
施
工
並
び
に
保
守
業
務
を
柔
軟
か

）つ
機
動
的
に
行
い
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２

ム
本
社

概

要

１１１
　
社
　
　
　
名

株
式
会
社

エ
ス

・
テ

ィ

・
テ

ィ

・
テ

レ

コ
ム

エ
ン
ジ

ニ
ア
リ

ン
グ

四
国

②
　
本
店
所
在
地

松
山
市
宮
西

一
丁
目
９
番
４０
号

‐３‐
　
支
店
所
在
地

高
松
市
三
条
町
字
下
所
２
４
５
番
地
の
１

四
　
資
　
本
　
金

５
千
万
円
（設
立
時
）

２
億
円
（授
権
資
本
）

‐５‐

出

資

会

社

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
　
　
　
９５
％

財
団
法
人
　
一電
気
通
信
共
済
会
　
５
％

一　
設
　
　
　
立

昭
和
６３
年
６
月
７
日

一

事

業

開

始

昭
和
６３
年
６
月
７
日

一

事

業

内

容

０
　
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
に
係
わ
る
電
柱
、

支
線
、
ケ
ー
ブ

ル
等
の
管
理
及
び
調
査
業
務

の
受
託

●
　
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
に
係
わ
る
地
下

埋
設
物
の
防
護
立
会
業
務
の
受
託

０
　
一電
気
通
信
設
備
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

設
計

・
施
工
並
び
に
保
守

０
　
情
報

。
通
信
関
連
機
器
の
代
理
販
売

０
　
撤
去
通
信
機
器
等
を
活
用
し
た
ア
イ
デ
ア

商
品
の
開
発

・
加
工
及
び
販
売

‐９‐
　
組

織

代
表
取
締
役
社
長
―
―
取
締
役

劃
田
轟
枷

帥

卿

役

員

構

成

参  考

ル 信 ィ
テ 設 イ
イ 備 ラ
ン に リ

峯甲乏
懸
る
吾

壼  翌
|  |

(8)   (7)   16)

-3-



国四友電第63号

代
表
取
締
役
社
長
　
　
小
　
野
　
中
心
　
昭

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社

業
務
改
善
部
　
担
当
部
長
）

取
　
締
　
役
　
　
　
　
武
　
内
　
主
　
計

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社

業
務
改
善
部
　
担
当
課
長
）

取
締
役
（非
常
勤
）
　

一局
　
白
［
　

一　

純

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
愛
媛
支
社
長
）

取
締
役
（非
常
勤
）
　

檜
　
鷹
一　
俊
　
彦

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
香
川
支
社
長
）

取
締
役
（非
常
勤
）
　

士
口
　
田
　
　
　
肇

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
徳
島
支
社
長
）

取
締
役
⌒非
常
勤
）
　

仲
　
沢
　
英
　
憲

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
支
社
長
）

取
締
役
（非
常
勤
）
　

大
　
竹
　
伸

　

一

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社

設
備
企
画
部
長
）

取
締
役
（非
常
勤
）
　

西
　
尾
　
孝
　
徳

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社

Ｉ
Ｎ
Ｓ
推
進
部
長
）

取
締
役
（非
常
勤
）
　

島
　
崎
　
謙
　
二

（Ｎ
Ｔ
Ｔ

四
国
設
備
建
設
セ
ン
タ
所
長
）

取
締
役
⌒非
常
勤
）
　

西
本
寿
恵

一

（財
団
法
人
　
電
気
通
信
共
済
会

四
国
支
部
長
）

監
査
役
（非
常
勤
）
　

坪
　
内
　
精
次
郎

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
■経

理
部
長
）

１１１１
　
設
立
時
の
社
員

２０
名
程
度

（全
員
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の
出
向
一

続けます 広けます 福祉の輪

― 脚 62年度社会福祉事業活動状況―

☆事業別支出の状況

ア
ル
ウ

ェ
ル
だ
よ
り

一

ボランティア

育成

「ともがきJ

―― テルウェルの事業収益は、NTT職 域の方々の

電
友
会

四
国
連

合
会

第
十

七

回
総
会

薫
風
さ
わ
や
か
に
吹
き
渡
る
五
月
十
日
、
松
山
市

の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
松
山
に
お
い
て
、
来
賓
、
各
県
選

出
の
代
議
員
な
ど
約
六
〇
名
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

会
長
あ
い
さ

つ
で
赤
刻
連
合
会
長
は
、
ま
ず
Ｎ
Ｔ

Ｔ
お
よ
び
共
済
会
の
日
頃
の
ご
支
援
に
謝
意
を
表
し
、

こ
と
し
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
六
名
お
よ
び
春
の
叙
勲

の
栄
に
浴
さ
れ
た
三
名

（別
項
参
照
）
の
方
々
に
祝

意
を
表
し
た
。
ま
た
年
金
問
題
で
は
、
電
退
連
の
運

動
に
呼
応
し
て
、
四
国
と
し
て
も
国
会
議
員

へ
の
陳

）

■■ 11三■■号l企

昔 懐 か し の 写 真 展

◎ 皆様方の秘蔵 (昔懐かしい)の職域写真をお貸しください。

(趣味の芸術写真でも結構ですゆ

1展 示 期 間  10月 20日 (木 )～ 10月 22日 (土 )3日 間

毎日10:00～ 16:00

2 場     所  NTTプ ラザ松山 (予 定 )

3 写真ご提供期限  9月 30日 (金 )必着のこと。

4 提供していただく寸法等  (1人 10枚までとしますD

原寸のままでも、引き伸ばしたものでも結構です。

◎ 写真の裏面に、必ず提供者氏名・住所 。電話番号・最終勤

務局所をお書きください。

生活援助

10,067千

(高 校 。大学 )お問い合わせ先 Tel Wel四 国支部福祉センター

TEL(0899)32-9955

福祉の向上に役立てています一―

ともがきダイヤル (テ レホンサー ビス)

――松山 (0899)47-2941を ダイヤルして ください一―

◆ 次のようなホットな情報をお届けします。

11, テルウェルの主な事業の動き

口1 時期に応 した生活援護事業、育英事業等

のご案内

131 退職者文化活動行事のこ案内 (四 rl管 内

行事 )

141 退職者等の言卜報通知

15, 各部門か らのホッ トなお知 らせ

■ ご案内の時分は、 3分までとし、録音テ

ープで片方向 (送 りだけ)の こ案内です。
い
受け

″
はありませんので、ご承知 ください。

■情報の内容は 1

か月 ことに更

新いた します。
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情
な
ど
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
大
き
な
期
待

は
望
め
な
い
の
で
、
自
ら
が
健
康
に
留
意
し
、
生
活

を

つ
ま
し
く
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
青
木
副
総
支
社
長

か
ら
は
、
Ｏ
Ｂ
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
す
る
協
力
に
謝
意
を

表
さ
れ
た
あ
と
、
六
二
年
度
の
業
績
が
順
調
で
あ
る

こ
と
、
赤
字
と
は
い
え
四
国
の
収
支
改
善
率
は
全
国

第

一
位
で
あ
り
、
六
六
年
度
に
は
黒
字
に
転
ず
る
と

目
算
し
て
い
る
な
ど
、
事
業
の
概
要
を
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
愛
媛
の
代
議
員
篠
浦
達
行
氏
を
議
長
に

選
出
し
て
議
事
に
入
り
、
六
二
年
度
会
務
報
告
お
よ

び
同
決
算
報
告

ｏ
収
　
入
―
三
、
九
九
六
、
七
七

一
円

ｏ
支
　
出
＝
二
、
八
四
四
、
六
八
〇
円

ｏ
繰
越
金
＝

一
、　
一
五
二
、
〇
九

一
円

を
承
認
し
、
六
三
年
度
事
業
計
画

（案
）
お
よ
び
同

収
支
予
算

（案
）

ｏ
収
　
入
―
四
、
三

一
六
、
〇
九

一
円

ｏ
支
　
出
＝
三
、
三
二
七
、
○
○
○
円

ｏ
予
備
費
＝
　
　
九
八
九
、
〇
九

一
円

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

ひ
き

つ
づ
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
和
や
か
な

談
笑
の
う
ち
に
旧
交
を
暖
め
、
尽
き
ぬ
名
残
り
を
惜

し
み

つ
つ
、
午
後

一
時
す
ぎ
散
会
し
た
。
書
国
市
記
）

香

川

電

友

会

総

会

高
松
築
城
四
〇
〇
年
祭
の
玉
藻
公
園
披
雲
閣
に
お

い
て
五
月
二
十
日

（金
）
会
員
三
三
〇
名
の
出
席
を

得
て
香
川
電
友
会
総
会
を
開
催
し
た
。

物
故
会
員
の
冥
福
を
祈

っ
て
黙
祷
の
あ
と
横
井
会

長
が
あ
い
さ

つ
、
続

い
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
香
川
支
社
長

（代

理
吉
田
副
支
社
長
）
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
議
長

に
亀
山
巌
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
入
る
。

昭
和
六
十
二
年
度

一
般
経
過
報
告

（会
務

。
年
金

情
報
）
収
支
決
算
並
び
に
会
計
監
査
報
告
を
満
場
の

拍
手
で
承
認
。
引
続
き
会
長
の
改
選
に
う

つ
り
、
横

井
会
長
の
再
任
を
満
場

一
致
で
承
認
可
決
し
、
役
員

の
指
名
報
告

（会
計
監
査
の
交
替
⑪
志
賀
松
利
光
③

村
井
庄

一
）
の
後
、
新
執
行
部
を
代
表
し
て
横
井
会

長
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
援
と
会
員
の
親
陸
、
情
報
の
交
換

等
に
つ
い
て
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、

Ｒ
つ
い
て
長
寿
者

へ
の
慶
祝
金
の
贈
呈

（米
寿

一
名
、
喜
寿
十
二
名
）、

新
入
会
員
の
紹
介
で
無
事
総
会
を
終
了
し
た
。

午
後
０
時
三
０
分
、
場
内
設
営
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
販
売
協
力
要
請
の
あ
と
、
恒
例
の
懇
親
会
に
う

つ

り
、
招
待
の
管
内
各
報
話
局
長
を
ま
じ
え
て
総
勢
三

五
０
名
の
大
祝
宴
と
な
り
、
お
互
い
に
近
況
を
語
り

合
い
、
終
始
和
や
か
な
談
笑
裡
に
名
残
り
を
惜
し
み

つ
つ
午
後
三
時
散
会
し
た
ｃ

（香
川

。
清
水
記
）

高

知

県
電
電

退
職

者

の
会

総
会

昭
和
六
十
三
年
度
第
二
十
七
回
総
会
は
、
去
る
五

月
十
四
日

（土
）
午
後
三
時
か
ら
、
高
知
市
本
町

・

高
知
商
工
会
館
に
お
い
て
百
二
十
七
名
の
出
席
を
得

て
開
会
さ
れ
、
盛
会
裡
に
無
事
閉
会
し
た
。

井
上
副
会
長
の
司
会
に
よ
り
、
物
故
会
員
の
冥
福

を
祈
る
黙
祷
の
あ
と
、
大
西
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
ご
臨
席
の
池
田
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
副
支
社
長

の
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
新
入
会
員
の
紹
介
、
長
寿
者

（米
寿
二
名
、
喜
寿
五
名
）
の
祝
福
、
長
寿
者
を
代

表
し
て
野
村
俊
氏
謝
辞
の
あ
と
、
議
長
に
近
澤
美
義

氏
を
選
出
し
議
事
に
入
り
、
六
十
二
年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
を
承
認
、

２
つ
い
て
六

十
三
年
度
事
業
計
画

（案
）
、
予
算

（案
）
お
よ
び

会
則
の

一
部
改
正

（案
）
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
結

果
、
執
行
部
提
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

な
お
、
今
年
卒
寿
を
迎
え
ら
れ
た
最
高
齢
会
員
堀

川
遊
亀
氏
を
特
別
表
彰
し
た
い
旨
の
執
行
部
提
案
に

対
し
、
出
席
者
全
員
が
こ
れ
を
承
認
し
、
祝
金
を
贈

呈
し
た
。

最
後
に
役
員
の
改
選
に
移
り
、
全
役
員
が
再
任
さ

れ
、
無
事
総
会
を
終
了
し
た
。

総
会
終
了
後
午
後
五
時
か
ら
別
室
に
お
い
て
、
恒

例
の
有
志
に
よ
る
懇
親
会
を
開
き
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
支

社
、
高
知
電
報
電
話
局
、
共
済
会
高
知
営
業
所
か
ら

の
招
待
客
九
名
の
ご
臨
席
を
賜
わ
り
、
総
勢
百
十
名

に
よ
る
和
や
か
な
祝
宴
と
な
り
、
酒
の
追
加
を
重
ね

な
が
ら
午
後
七
時
半
散
会
し
た
。
　
⌒安
藤
記
）

六
十
三
年
度
Ｎ
丁
丁
Ｏ
Ｂ
春
季
テ
ニ
ス
大
会

桜
の
花
も
散

っ
た
四
月
二
十
三
日
山
、
曇
り
勝
ち

で
時
々
薄
日
が
さ
す
松
山
市
営
堀
之
内

コ
ー
ト
に
お

い
て
、
春
季
軟
式
テ
ニ
ス
大
会
を
開
催
し
た
。

最
近
は

マ
マ
さ
ん
テ
ニ
ス
が
盛
ん
で
、
練
習
量
も

豊
富
な
せ
い
か
上
達
著
し
く
、
当
会
員
の
女
性
も
出

場
す
る
度
に
好
成
績
を
あ
げ
る
の
で
、
男
性
陣
も
う

か
う
か
し
て
お
れ
な
い
よ
２
て
あ
る
。

試
合
終
了
後
総
会
を
開
き
、
去
る
二
月
二
十
二
日

逝
去
さ
れ
た
理
事
の
二
宮
正
己
氏
の
後
任
に
藤
野
靖

義
氏
を
選
出
、
会
計
を
担
当
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

な
お
、
終
り
に
あ
た
り
、
二
宮
氏
の
ご
冥
福
を
哀

心
よ
り
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。

（試
合
結
果
）

優
　
勝
　
　
田
内

・
酒
井
組
　
　
　
　
全
　
　
勝

準
優
勝
　
　
一二
好

。
内
藤
組

（女
性
）
四
勝

一
敗

三
一　
位
　
　
藤
野

・
小
松
組
　
　
　
　
一二
勝
二
敗

四
　
位
　
　
桧
垣

・
山
崎
組
　
　
　
　
一
一勝
三
敗

五
　
位
　
　
続
木

・
松
岡
組
　
　
　
　
一
勝
四
敗

工（
　
位
　
　
福
山

。
溝
田
組
　
　
　
　
全
　
　
敗

（木
村
記
）
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春

　

の
　

叙
　

勲

六
三
年
春
の
叙
勲
に
際
し
、
多
年
に
わ
た
り

電
気
通
信
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、

次
の
方
々
が
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ｏ
勲
四
等
瑞
宝
章

小
林
俊
雄
様

（今
治
）

ｏ
勲
七
等

青
色
桐
葉
章

川
井

一
雄
様

（丸
亀
）

ｏ
勲
七
等

青
色
桐
葉
章

真
鍋
定
男
様

（高
瀬
）

一
私

は

今

一
　

〇
　
渡
部
　
義
綱

　

（松
山
）

私
は
、
若
い
頃
か
ら
無
口
、
小
心
に
し
て
、
温
和

だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
四
五
年
に
定
年
退
職
し
て

か
ら
は
、
も

っ
て
生
ま
れ
た
物
好
き
と
言
う
か
、
趣

味
を
多
く
も

っ
た
こ
と
が
災
い
し
て
か
、
花
の
団
体
、

ゴ
ル
フ
を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
会
の
世
話
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

）

そ
の
せ
い
で
、
自
然
と
人
前
で

「
し
ゃ
べ
る
」
こ

と
が
多
く
な
り

「渡
部
は
、
お
し
ゃ
べ
り
で
話
が
長

い
」。
と
、
友
人
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
程
に
な

っ
た
が
、

も
の
に
は
や
は
り
限
度
が
あ
る
も
の
だ
と
、
し
み
じ

み
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

ｏ
　
渋
市
　
光
春

　

　

（伊
予
）

昨
秋
、
動
脈
瘤
の
た
め
検
査
入
院
、
結
果
は
む

つ

か
し
い
手
術
だ
が
、
本
人
次
第
と
言
う
こ
と
で
あ

っ

た
。
自
覚
症
状
は
な
い
も
の
の
、
破
裂
の
不
安
と
迷

い
が

つ
き
ま
と
い
、
精
神
的
に
少
し
ま
い
っ
て
い
た

が
、
じ
来
お
灸
と
煎
じ
薬
の
毎
日
、
お
か
げ
で
近
頃

は
気
分
も
落
ち
着
き
、
教
百
鉢
の
盆
栽
と
、
自
転
車

で
の
釣
り
、
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
計
担
当
な
ど
、

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

妻
と
二
人
で
平
凡
に
暮
ら
し
て
い
る
が
、
物
忘
れ

を
す
る
、
愚
痴

っ
ぼ
く
な
る
等
、
ぼ

つ
ば

つ
老
人
の

部
類
に
入

っ
た
か
と
、
い
さ
さ
か
淋
し
い
気
が
す
る

昨
今
で
あ
る
。

ｏ
　
桑
原
　
市
郎

　

　

（御
荘
）

春
が
来
た
　
春
が
来
た
　
ど
こ
に
来
た

山
に
来
た
　
里
に
来
た
　
野
に
も
来
た

こ
の
春
は
、
暖
か
い
日
が
あ
る
か
と
思
え
ば
霜
注

意
報
が
出
さ
れ
、
桜
前
線
も
遅
れ
る
な
ど
、
本
当
に

不
順
な
日
が
続
い
た
が
、
幸
い
健
康
に
恵
ま
れ
、
町

内
会
、
森
林
組
合
、
神
社
総
代
な
ど
、
頼
ま
れ
る
ま

ま
に
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
近
頃
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
の
仲
間
人
り

を
し
、
充
日
し
た
日
々
を
送

っ
て
お
り
ま
す
が
、
な

お
健
康
に
注
意
し
白
寿
ま
で
、
桜
花
の
如
く
、
皆
に

惜
し
ま
れ

つ
つ
散
り
た
い
も
の
と
祈

っ
て
い
ま
す
ｃ

ｏ
　
木
花
　
好
雄

（伊
予
二
島
）

「
年
々
去
来
の
花
を
忘
れ
ず
」
こ
れ
は
、
能
楽
者

世
阿
弥
が
著
し
た
風
姿
花
伝
書
に
あ
る
も
の
て
、
私

は
こ
の
章
句
が
好
き
で
あ
る
。
世
阿
弥
は
、
青
年
期

足
利
義
満
の
厚
遇
を
受
け
た
が
、
晩
年
は
恵
ま
れ
ず
、

佐
渡

へ
流
さ
れ
る
な
ど
、
不
遇
の
裡
に
過
ご
し
た
人

で
、
能
楽
史
上
最
大
の
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。

去
来
す
る
花
を
年
令
の
上
に
受
け
と
め
て
、
若
年

に
は
若
年
の
、
老
年
に
は
老
年
の
花
を
咲
か
せ
、
し

か
し
て

一
期
の
花
の
う
せ
な
い
の
が
美
し
き
生
涯
と

言
う
べ
き
で
、
そ
れ
が
た
め
、
花
が
年
々
去
来
す
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

ｏ
　
川
津

ヨ
シ
子

　

　

（高
松
）

七
〇
の
手
習
い
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
編
物
に
興

味
を
持
ち
手
編
に
無
中
に
な

っ
て
い
ま
す
。
若
い
頃

に
教
わ
れ
ば
よ
か

っ
た
と
、
肩
を
腫
ら
し
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

も
う

一
つ
は
プ

ロ
野
球
の
開
幕
、

「東
京
ド
ー
ム

ヘ
行
き
た
い
ナ
ー
」
と
思
い
な
が
ら
、
巨
人
の
勝
利

を
祈

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
仕
事
と
し
て
は
、
日
の
不
自
由
な
方
々
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
新
聞
代
読
を
し
て
さ
し
上
げ
、
喜

ん
で
頂
き
な
が
ら
、
私
自
身
の
生
き
が
い
と
、
若
さ

を
保
ち
な
が
ら
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

ｏ
　
志
賀
松
利
光

　

　

（高
松
）

昨
年
の
秋
、
右
肩
を
骨
折
し
て
、
五
体
満
足
と
言

う
こ
と
の
有
難
さ
を
、
し
み
じ
み
と
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
七
か
月
を
過
ぎ
た
今
も
、
毎
日
リ

ハ
ビ
リ

に
通
院
し
て
お
り
ま
す
が
、　
一
度
傷

つ
い
た
肩
の
機

能
は
遅
々
と
し
て
回
復
し
ま
せ
ん
。

最
大
の
楽
し
み
で
あ

っ
た
ゴ

ル
フ
も
休
止
中
で
、

こ
れ
が
何
よ
り
も
辛
い
と
こ
ろ
で
す
。
と
に
か
く

一

日
も
早
く
ク
ラ
ブ
が
振
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の

と
、
痛
み
に
耐
え
、
腕
を
振
り
、
差
し
上
げ
、
伸
ば

し
、
廻
わ
す
な
ど
、
機
能
回
復
に
懸
命
に
頑
張

っ
て
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い
る
次
第
で
す
。

ｏ
　
田
渕
　
義
信

　

　

（高
松
）

瀬
戸
人
橋
が
開
通
し
て

一
か
月
余
に
な
り
ま
す
。

頑
張
ら
な
く
て
は
と
思
い
な
が
ら
実
行
が
伴
わ
ず
、

橋
も
部
分
的
に

一
度
だ
け
見
物
し
ま
し
た
が
、
残
り

を
ニ
ー
ニ
回
に
分
け
て
完
了
さ
せ
た
く
思

っ
て
お
り

ま
す
。

何
分
、
二
月
七
日
に
長
男
信
之
を
亡
く
し
、
ま
だ

喪
中
で
す
。
　
　
　

，
」
冥
福
を
祈
り
ま
す

。
合
掌
）

ｏ
　
白
井
　
　
博

　

　

（長
尾
）

月
刊
誌
二
誌
購
読
、
月
例
碁
会
二
回
皆
勤
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
碁
必
見
、
友
人
知
己
と
の
相
互
訪
問
対
局
等

々
、
碁
に
明
け
、
碁

に
暮
れ
る
毎
日
で
す
。

そ
の
た
め
か
ど
う
か
、
最
近
視
力
の
減
退
を
感
じ
、

慌
て
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
老
人
性
白
内
障
と
の

こ
と
で
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

荊
妻
日
く

「
病
争
事
で
す
ね
」

「
コ
ウ
モ
ウ
は
慣

用
語
、
正
し
く
は

コ
ウ

コ
ウ
だ
よ
」

「
あ
ら
そ
う
で

す
か
、
で
も
病
―
に
入
る
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
」

こ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
、
継
続
は
力
な
り
と
信
じ
、

今
日
も
詰
碁
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ｏ
　
小
倉
喜
代
子

　

　

（徳
島
）

皆
様
お
元
気
で
す
か
、
私
も
退
職
し
て
早
八
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
兄
夫
婦
と
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

朝
は
七
時
頃
に
起
き
、
夜
は
十
時
頃
寝
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
通
院
の
帰
り
に
買
い
物
を
し
た
り
、

散
歩
を
し
た
り
、
変
わ

っ
た
こ
と
が
な
い
の
が
幸
せ

だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
な
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
つ
つ
、

人
生
八
十
年
の
時
代
を
迎
え
て
、
あ
と
何
年
元
気
で

過
ご
せ
る
の
か
な
？
と
気
に
し
な
が
ら
、
健
康
で
長

生
き
し
た
い
、
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

ｏ
　
武
政
　
春
子

　

　

（高
知
）

昨
年
四
月
、
総
胆
管
結
石
の
手
術
を
し
ま
し
た
。

経
過
は
良
好
で
、
前
よ
り
も
元
気
で
す
。
少
し
高
日

の
血
圧
と
術
後
の
健
康
管
理
の
た
め
、
月

一
回
検
査

に
通
院
し
て
い
ま
す
が
、　
一
人
暮
ら
し
の
私
に
と

っ

て
お
医
者
様
と
の
お

つ
き
合
い
は
何
よ
り
の
安
心
。

さ
て
、
山
の
上
で
の
私
の
生
活
は
至

っ
て
優
雅
で

す
、
俳
句
を
ひ
ね
り
、
　
一
絃
琴
を
弾
き
、
疲
れ
る
と

茶
を
点
て
る
、　
一
淋
し
く
は
？
」
イ

エ
イ
エ
、
徳
川

の
夫
人
達
の
名
を
取

っ
た
、
茶
ィ
と
福
の
雌
犬
が
い

て
結
構
賑
や
か
で
す
よ
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
お
陰
で
、
心
豊

か
な
後
家
で
暮
ら
せ
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

皆
様
お
元
気
で
…
…
山
の
墓
守
り
婦
よ
り
。

ｏ
　
下
元
　
一二
男

　

　

（窪
川
）

お
馴
染
み
の
遍
路
姿
の
お
四
国
参
り
は
、
目
下
六

回
目
に
入
り
、
西
国
、
坂
東
、
秩
父
の
観
音
巡
り
も

百
を
数
え
ま
し
た
が
、
年
齢
の
せ
い
か
、
観
光
気
分

は
年
々
薄
ら
い
で
来
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
折
角
の
御
仏
の
教
え
に
脊
い
て
、
釣
り

の
殺
生
は
続
き
そ
う
。
老
人
組
は
ボ
ラ
釣
り
が
主
流

で
、
そ
の
釣
果
を
左
右
す
る
擬
餌
針
の
カ
ブ
ラ
作
り

は
、
仲
間
内
で
も
製
法
は
０
で
す
。

台
風

一
過
後
の
佐
賀
港
岸
壁
は
数
十
本
の
竿
が
並

び
、
各
自
苦
心
の
カ
ブ
ラ
が
そ
の
優
劣
を
競
い
合

っ

て
壮
観
で
す
。
私
も
大
抵
そ
の
中
の

一
人
で
す
。

ｏ
　
村
上
　
憲

一
　

　

（赤
岡
）

老
妻
が

「
今
か
ら
じ
ゃ
食
べ
る
こ
と
に
は
な
ら
ん

は
ネ
ー
」
と
、
自
分
の
こ
と
か
、
私
の
こ
と
か
、
は

た
ま
た
両
方
を
指
し
て
の
こ
と
か
、
小
夏
の
苗
木
を

植
え
て
い
た
私
に
、
話
し
か
け
る
で
も
な
く
ふ
と

つ

ぶ
や
い
た
ｃ

そ
ん
な
こ
と
を
思

っ
て
も
み
な
か

っ
た
私
は
、　
一

）
瞬
虚
を
突
か
れ
て
ド
キ

ッ
と
し
た
が
、
妻
の
言
葉
に

共
感
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
実
は
孫
達
に
と
思

っ

て
植
え
て
い
た
の
だ
が
、
そ
う
い
わ
れ
て
み
る
と
、

余
生
の
少
な
さ
を
実
感
す
る
。

だ
が
、
食
べ
る
こ
と
の
な
い
呆
樹
を
ま
だ
ま
だ
植

え
る

つ
も
り
で
い
る
。
そ
れ
が
楽
し
み
だ
か
ら
。

昭
和
四
〇
年
、
新
聞
記
事
を
見
て
愛
媛
県
皇
居
奉

仕
団
に
入
団
以
来
二
三
年
、
こ
の
間
、
四
五
年
に
副

団
長
に
、
五
四
年
に
は
団
長
に
推
挙
さ
れ
た
。

毎
年

一
回

（時
に
は
二
回
）
、
団
員
六
〇
名
と
と

も
に
皇
居
三
日
、
東
宮
御
所

一
日
の
清
掃
奉
仕
を
続

げ
る
こ
と
、
通
算
二
九
回
に
及
ぶ
。

奉
仕
団
と
い
え
ど
も
、
皇
居

へ
の
出
入
り
は
厳
重

そ
の
も
の
、
団
長
の
気
苦
労
も
大
変
な
も
の
が
あ
る
。

奉
仕
の
都
度
、
天
皇
陛

下
か
ら
お
礼
の
お
言
葉
を

い
た
だ
く
が
、　
一
同
感
激

す
る
そ
う
で
あ
る
。

東
宮
御
所
で
は
、
尺
寸

の
間
を
お
い
て
皇
太
子
ご

一
家
と
相
対
し
、
大
森
さ

ん
に
は
殿
下
か
ら
愛
媛
に

ま

つ
わ
る
、
愛
媛
ミ
カ
ン
、

真
珠
養
殖
、
菊
間
瓦
等
々

に
つ
い
て
ご
下
間
が
あ
り
、

ご
説
明
申
し
上
げ
る
と
大

変
喜
ば
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

特
に
こ
と
し
は
、
拝
謁
す
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る
や
否
や
、
殿
下
の
方
か
ら
春
の
選
抜
高
校
野
球
に

ふ
れ
ら
れ
、

「
宇
和
島
東
高
校
の
優
勝
お
め
で
と
う
」

と
言
わ
れ
、
大
変
恐
縮
し
た
と
か
。

皇
居
奉
仕
の
後
の
観
光
旅
行
も
楽
し
み
の

一
つ
だ

が
、
計
画
の
立
案
か
ら
旅
行
中
の
気
配
り
も
大
変
で
、

今
日
程
の

一
〇
日
間
、
気
の
安
ま
る
暇
も
な
い
様
子
。

一
方
、
地
元
宇
和
島
で
は
、
和
霊
神
社
の
総
代
も

仰
せ

つ
か

っ
て
い
る
、
同
社
の
研
修
旅
行
は
戦
跡
を

訪
ね
て
の
慰
霊
が
主
で
、
真
珠
湾
、
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
多
く
の
国
々
を
巡
歴
し
た
が
、

飲
む
水
さ
え
も
な
い
戦
場
の
労
苦
を
偲
び
、
幾
度
か

感
涙
に
咽
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
宇
和
島
報
話
局
無
人
交
換
所
の
清
掃
を
四
三

年
来
今
も
な
お
続
け
る

一
方
、
愛
媛
電
友
会
も
お
せ

わ
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
明
治
神
宮
で
行
わ
れ
た
天

皇
陛
下
ご
在
位
六
〇
年
式
典

へ
の
招
待
の
栄
に
浴
し
、

昨
年

一
〇
月
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
長
表
彰
も
受

け
る
な
ど
、

「
ま
こ
と
に
有
難
い
こ
と
で
す
ら
い
」。

と
感
慨
ひ
と
し
お
の
よ
う
で
あ
る
。

近
く
満
八
二
才
を
迎
え
る
と
は
思
え
ぬ
健
康
体
、

「
こ
れ
か
ら
も
体
の
つ
づ
く
限
り
頑
張
り
た
い
」。
と

意
欲
満
々
、
ど
う
か
い
つ
ま
で
も
ご
健
勝
で
ご
活
躍

の
ほ
ど
、
切
に
お
祈
り
申
し
ま
す
。
　
　
書
同
市
記
）

第
七
十
五
番
札
所
　
善
通
寺

荘
野
　
丹
秀

⌒内
海
）

マ
イ
カ
ー
に
乗
せ
て
も
ら

っ
て

四
国
霊
場
め
ぐ
り
の
旅
を
す
る

現
職
時
代
に
お
ま
い
り
し
た

懐
か
し
い
お
寺
も
い
く

つ
か
あ

っ
た

緑
し
た
た
る
山
野
を
健
康
で

ま
だ

ス
ケ
ッ
チ
が
出
来
る
幸
せ
を
感
謝
し

つ
ゝ

）

夏
を
彩
る
高
校
野
球
の
開
幕
も
も
う
す

ぐ
、
さ
て
、
県
予
選
に
五
〇
校
が
出
場
し

ま
し
た
、
甲
子
園
出
場
校
が
決
ま
る
ま
で

に
何
試
合
行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

（ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、
何
試
合
で
も
同
じ
）

ｏ
七
五
試
合
　
ｏ
五
〇
試
合
　
ｏ
四
九
試
合

余
　
栄

　

（死
亡
順
）

従
五
位
勲
五
等
瑞
宝
章

故
　
井
馬
　
理

一
様

　

（松
山
）

正
七
位
勲
五
等
瑞
宝
章

故
　
一
一宮
　
正
己
様

　

（松
山
）

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
立
木
総
四
郎
様

　

（徳
島
）

従
六
位
勲
五
等
双
光
旭
日
章

故
　
山
崎
　
義
己
様

　

（松
山
）

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
一呂
橋
八
十
七
様

　

（琴
平
）

電
友
会

か

ら

の
お

願

い

願
わ
ざ
る
儀
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
万

一
の
事
故

あ
る
場
合
、

「
△
△
〇
儀
社
」

へ
は
す
ぐ
連
絡
さ
れ

ま
す
が
、
電
友
会

へ
の
通
報
が
遅
れ
た
り
、
漏
れ
る

ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
そ
の
事
実
を
知

っ
た
方
、

ご
家
族
な
ど
、
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
各
県

所
属
の
事
務
局

（会
員
名
簿
の
表
紙
裏
側
参
照
）
ま

で
速
報
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

瀬
戸
大
橋
線
タ
ダ
乗
り
記

猪
谷
　
一景
夫

（高
松
）

ダ
乗
り
」
と
い
え
ば
人
間
き
が
悪
い
が
、
し

真
実
の
薩
摩
守

（忠
度
）
を
し
た
の
で
は
な

戸
大
橋
線
の
開
通
に
先
だ
ち
、
Ｊ
Ｒ
四
国
が

試
乗
会
を
催
し
、
希
望
者
を
募
集
し
た
の
に

た
ら
運
よ
く
当
選
し
て
、
宇
多
津

・
茶
屋
町

を
無
料
で
乗
車
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。

年
前
、
瀬
戸
大
橋
の
建
設
が
確
定
し
た
と
き
、

橋
が
完
成
し
て
渡
れ
る
ま
で
は
、
石
に
か
じ

て
で
も
生
き
永
ら
え
る
よ
う
心
秘
か
に
決
め

。
幸
い
に
し
て
こ
の
念
願
が
叶
い
、
今
日
ま

を
保
ち
、
今
こ
う
し
て
列
車
で
海
を
渡
る
こ

え
ば
感
慨
無
量
の
も
の
が
あ
る
。

六
日
、
宇
多
津
駅
を
十

一
時
発
の
試
乗
車
に

海
上
部
分
は
七
―
八
分
で
通
過
。
当
日
は
快

こ
う
し
た
高
所
か
ら
の
塩
飽
諸
島
を
眺
め
る

め
て
の
こ
と
で
、
瀬
戸
の
海
の
美
し
さ
を
今

ら
実
感
し
た
。
鷲
羽
山
ト
ン
ネ

ル
を
出
れ
ば

ら
ぬ
児
島

（昔
の
囃
蹄
）
の
町
。
茶
屋
町
駅

し
折
り
返
す
。
約
千
ト
ン
の
貨
物
列
車
が
通

▼
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敬
　
　
　
弔

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

高
橋
八
十
七
様

村
上
　
繁
美
様

小
林
　
五
郎
様

斉
藤
　
　
進
様

笹
本
貴
美
子
様

佐
々
木

一
之
様

及
万
　
　
弘
様

西
山
　
政
昭
様

氏

名

６３

・
３

●
２４

６３

・
３

・
２５

６３

・
３

・
２８

６３

・
４

・
９

６３

・
４

ｏ
２２

６３

・
５

ｏ
ｌ７

６３

二

ｂ

●
３０

６３

・

５

・
３０

死
亡
年
月
日

八
二

エハ
上ハ

八
三

八
六

五
八

八
七

七
三

七
九

享
年

高 松 高 丸 丸 久 松 琴

知 山 知 亀 亀 万 山 平

所
　
属
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国四友
‐

l

電第63号

過
す
れ
ば
、
橋
は
約
八
〇
セ
ン
チ
米
上
下
に
波
う

つ

と
の
こ
と
だ
が
、
六
輌
連
結
の
旅
客
車
は
満
員
で
も

精
々
三
百
ト
ン
程
度
な
の
で
、
殆
ど
上
下
動
を
感
じ

な
い
。
船
か
ら
み
た
橋
の
構
造
は
さ
ほ
ど
に
も
思
え

な
か

っ
た
が
、
列
車
で
通

っ
て
み
れ
ば
実
に
複
雑
で
、

頑
丈
そ
の
も
の
で
あ
る
の
に
驚
い
た
。

私
は
物
好
き
な
質
で
、
超
高
層
ビ
ル
に
上

っ
た
り
、

長
大
橋
を
通
る
こ
と
に
殊
の
ほ
か
興
味
を
持

っ
て
い

る
。
国
内
の
長
大
橋
は
全
部
、
ア
メ
リ
カ
の
金
門
橋

や
、
そ
れ
よ
り
距
離
の
長
い
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
橋

（橋
間

一
三
粁
）
も
渡

っ
た
。
近

い
将
来
明
石
大
橋
や
来
島
大
橋
も
完
成
す
る
の
で
是

非
通
り
た
い
が
、
そ
の
前
に
三
途
の
川
を
渡
る
方
が

早
い
の
で
は
な
い
か
と
観
念
し
て
い
る
。
人
の
命
は

天
寿
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
言
う
が
、
心
が
け
次

第
で
は
多
少
の
延
命
は
可
能
で
は
な
い
か
と
思
う
。

酢

卵

の

効

用

山
口
　
満
夫

（松
山
）

今
年
四
月
満
七
六
才
に
な

っ
た
。
平
均
寿
命
を
過

ぎ
て
、
な
お
嬰
ｘ鎌
で
も
な
い
が
、
ス
タ
ミ
ナ
も
青
年

並
み
な
の
は
、
酢
卵
の
効
果
で
あ
る
。

四
～
五
年
前
か
ら
腰
痛
で
苦
し
み
入
退
院
し
た
が
、

高
血
圧
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
足
は
元
気
が
な

く
、
最
高
血
圧
が

一
七
〇
～

一
九
〇
、
最
低
が

一
一

〇
位
あ

っ
た
が
、
最
近
眼
底
出
血
の
有
無
を
調
べ
る

た
め
、
眼
科
で
血
圧
測
定
し
た
と
こ
ろ
、　
〓

一五
～

八
五
と
安
定
し
て
い
た
。

最
近
に
な

っ
て
急
に
血
圧
が
下
が

っ
た
の
は
、
こ

の

一
年
間
酢
卵
を
連
用
し
て
い
る
せ
い
と
思
う
、
お

ま
け
に
腰
痛
で
歩
行
困
難
だ

っ
た
の
が
、
杖
で
五
百

～

一
粁
歩
い
て
も
足
の
痛
み
も
疲
労
感
も
な
い
。

こ
ん
な
良
い
薬
が
簡
単
に
作
れ
、
あ
ら
ゆ
る
病
気

に
効
く
の
な
ら
、
同
病
で
苦
し
む
方
々
に
も
お
す
そ

分
け
し
た
い
と
思
う
次
第
で
す
。

Ｏ
酢
卵
の
効
用

０
動
脈
硬
化
の
予
防

。
解
消
。
脳
出
血
、
心
争
梗

塞
の
予
防
。
０
胃
下
垂
、
胃
弱
症
。
Ｃ
肝
臓
炎
、

糖
尿
病
は
百
発
百
中
。
０
高
血
圧
に
は
注
射
よ
り

卓
効
あ
り
。
０
神
経
痛
、
リ

ュ
ー
マ
チ
に
顕
著
。

Ｏ
老
人
病
に
有
効
。

肝
臓
炎
、
糖
尿
病
は
常
用
二
か
月
で
重
症
が
治
り
、

医
療

一
～
三
年
で
不
治
と
あ
き
ら
め
て
い
る
人
で
も
、

三
～
六
か
月
で
治
る
。

ｏ
酢
卵
の
作
り
方

一
〇
〇
醸
造
米
酢

一
合
を

コ
ッ
プ
に
注
ぎ
、
鶏
卵

一
個
を
殻
の
ま
ま
浸
す
。
三
六
～
四
〇
時
間
で
卵
殻

は
溶
け
、
薄
皮
に
な
る
、
箸
で
薄
皮
を
取
り
除
き
、

よ
く
か
き
ま
せ
る
と
、
酢
卵
が
で
き
る
が
、
こ
の
ま

ま
で
は
酸
味
、
苦
味
、
渋
味
が
あ

っ
て
飲
み
に
く
い

か
ら
、
蜂
蜜
を
加
え
て
飲
み
や
す
く
す
る
。

一
合
で
作

っ
た
酢
卵
は
、
五
～
七
日
で
飲
む
、
健

康
人
で
も
疲
労
回
復
が
早
く
、
肉
体

・
精
神
労
働
に

か
か
る
前
に
飲
む
と
、
疲
労
感
を
忘
れ
る
。
飲
ん
だ

ら
三
〇
分
～

一
時
間
横
臥
す
れ
ば
、
効
果
は
顕
著
で
あ
る
。

副
作
用
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
酢
卵
で
青
春
を
取

り
戻
し
、
余
生
を

エ
ン
ジ

ョ
イ
し
て
く
だ
さ
い
。

（４３
年
８
月
２３
日
付
、
日
本
蜂
蜜
新
聞
に
よ
る
Ｊ

五
十
年
振
り
の
同
窓
会吉

本
　
精

一

（徳
島
）

今
や
国
内
人
口
の
出
生
時
代
別
構
成
割
合
は
、
八

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
昭
和
生
ま
れ
、
十

一
パ
ー
セ
ン

ト
が
大
正
、
残
り
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
明
治
生
ま
れ
と

い
わ
れ
て
い
る
。

医
学
お
よ
び
薬
剤
研
究
の
急
速
な
進
歩
に
伴
い
、

か
た
や
老
齢
化
の
漸
進
は
あ
る
も
の
の
、
昭
和
生
ま

れ
の
逓
増
は
自
然
の
理
と
い
え
よ
う
。

我
々
大
正
人
は
、
今
日
全
人
口
の

一
割
強
に
過
ぎ

な
い
、
人
間
と
言
う
も
の
は
、
余
生
を
過
ご
す
老
人

こ
期
に
入
る
と
、
音
を
、
殊
に
比
較
的
自
由
奔
放
に
過

ご
し
た
少
年
時
代
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。

私
は
、
今
日
で
は
半
ば
死
語
に
近
い

″外
地
引
揚

者
″
で
、
現
在
の
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
地
域
も
多
岐
に

わ
た
り
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
散
ら
ば

っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
会
う
機
会
も
極
く
少
な
い

わ
け
で
あ
る
。

去
日
、
同
期
の
阪
大
名
誉
教
授
で
理
博
の
Ｍ
君
の

肝
入
り
で
、
現
ソ
ウ
ル
当
時
、
京
城
に
あ

っ
た
龍
山

公
立
中
学
校
第
十
六
期
関
西
地
区
大
阪
会

に
出
席
す

る
機
会
を
得
た
が
、
昭
和
十
二
年
の
卒
業
か
ら
、
正

に
五
十
年
振
り
の
再
会
で
あ

っ
た
。

今
ま
で
も
、
年
に

一
度
の
年
賀
状
交
換
は
あ

っ
た

も
の
の
直
接
の
面
通
し
は
な
く
、
載
く
白
髪
、
刻
ま

れ
た
深
い
シ
ワ
、
そ
の
変
貌
振
り
に
お
互
い
驚
き
合

っ
た
が
、
懐
か
し
く
、
か

つ
嬉
し
い
半
日
で
あ

っ
た
。

投
　
稿

　
規

　
定

一　

会
員
消
息
　
四
〇
〇
字
以
内

一
一　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
　
五
首
又
は
五
句
以
内

〓
一　
随
筆
、
随
想
　
ユ（
○
○
字
以
内

原
稿
締
切
　
八
月
二
〇
日

・
字
数
は
な
る
べ
く
お
守
り
く
だ
さ
い
。

。
原
稿
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
お
任
せ
願
い
ま
す
。

電
友
会
四
国
連
合
会
会
報
　
　
第
六
三
号

昭
和
六
三
年

七
月

一
日
発
行

編

集

発

行

電

友

会

四

国

連

合

会

事

　

　

務

　

　

局

松
山
市

一
番
町
四
丁
目

（〒
七
九
〇
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
内

電
話
（〇
八
九
九
ご
一六
―
二
〇
二
三

印
　
刷
　
　
四
国
電
話
印
刷
株
式
会
社
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配線いらずのホームテレホス
きれいなお部屋を、きれいなままに。

家族みんなのオシャレな電話です
販 売 価 格  135,50口 円 02630(主電話機とト ド隊 臨 機 1台のセット価格です)

54。000円 〔:263つ (増設用コードレス電話機 1台 )

※販売イ面格には、工事費は含まれておりません。

※〔 〕内の数字は、商品菅埋コードで
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″111
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一一
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一
一
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一
■
一
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一
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一
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機
構
燿
擁
擁
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擁
擁
擁
嫁
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擁
燿
擁
擁
擁
盗
覆
鶴
擁
燿
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